
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　サザンカ（山茶花）
栗野中央公民館敷地内

　新年を迎えた１月４日，新春ファミリーコンサー
ト（主催：同実行委員会（会長：古川玲子さん））が，
いきいきセンターくりの郷町民ホールで開催されま
した。
　町内の小・中学生や公民館学級生などが参加した
町民による町民のための音楽祭が新年を飾りまし
た。

『 新春コンサートが新年を飾る 』



　

新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
ご
家
族

揃
っ
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

本
任
期
が
始
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
最
後

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
残
り
の
任
期
を
こ

れ
ま
で
の
総
ま
と
め
と
し
て
精
一
杯
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
合
併
時
に
掲
げ
た
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
歴
史
と
伝
統
・
自
然
あ
ふ

れ
る
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
未
来

に
は
ば
た
く
、
明
る
く
住
み
よ
い
町
に
繁

栄
さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。

　

本
町
は
、
熊
本
県
白
髪
岳
に
源
を
発
す

る
九
州
第
二
の
河
川
、
川
内
川
が
貫
流
し

て
お
り
、
そ
の
流
域
に
は
肥
沃
な
耕
地
が

開
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
霧
島
山
の
山
麓

に
は
絶
え
間
な
く
湧
水
や
温
泉
が
湧
き
出

し
、
豊
か
で
美
し
い
自
然
に
溢
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
湧
水
町
で
生
活
し
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
誇
り
を
持
ち
、
さ
ら
に
高
く
飛

躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

国
は
、
国
内
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指

し
、
経
済
の
地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
政

策
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
農
林
業
の
活
性
化
対
策
や
特
産

品
の
開
発
支
援
、
地
域
の
活
力
に
必
要
な

拠
点
の
整
備
、
出
会
い
の
場
の
創
出
、
子

育
て
支
援
及
び
高
齢
者
福
祉
の
充
実
等
が

着
実
に
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
こ
に
住
む
人
々
が

未
来
に
希
望
を
持
ち
、
個
性
豊
か
で
潤
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

わ
が
町
の
独
自
性
で
あ
る
県
境
に
あ
る

町
づ
く
り
は
、
県
内
事
業
は
も
と
よ
り
県

境
を
越
え
た
地
域
と
の
協
力
体
制
が
必
須

で
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
日
常
生
活

を
良
く
理
解
し
て
、
相
互
に
協
力
し
合
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
九

州
縦
貫
自
動
車
道
と
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
、
吉
都

線
を
広
域
連
携
の
軸
と
し
て
、
住
民
の
利

便
性
を
図
る
と
と
も
に
全
国
に
広
が
る
観

光
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か

で
美
し
い
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
、
誰
も

が
元
気
で
暮
ら
せ
る
、
人
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
よ
り
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自

然
が
織
り
な
す
芸
術
の
ま
ち　

心
豊
か
で

伸
び
ゆ
く
美
し
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
32
年
に
は
、
昭
和
47
年
に
開
催
さ

れ
た
太
陽
国
体
以
来
と
な
る
国
民
体
育
大

会
が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
競
技
の
中

で
カ
ヌ
ー
種
目
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
が
本
町
川
内
川
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
選
手
や

同
行
者
等
の
方
々
が
本
町
を
訪
れ
る
こ
と

か
ら
、
カ
ヌ
ー
競
技
会
場
と
し
て
代
表
的

な
地
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
を
い
た
だ

け
る
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年

で
あ
り
、
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

祈
念
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、

　
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
む
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

湧
水
町
長
　
米
満
　
重
満
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
29
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん

で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
輝
か
し
い
抱
負
を
胸
に
新
春
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
日
頃
か
ら
、
町
議
会
に
対
し
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
は
「
人
と
自
然
が
織
り
な
す
芸
術

の
ま
ち
、
心
豊
か
で
伸
び
ゆ
く
美
し
い
ま

ち
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
住
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
り
、
町
名
の
如
く
、
湧
き
出
る
水
、

住
む
人
の
英
知
に
基
づ
き
、
湧
水
町
と
し

て
着
実
に
発
展
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
議
員
も

町
民
の
信
託
を
受
け
、
町
政
発
展
と
更
な

る
湧
水
町
の
目
指
す
べ
き
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
年

の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
阿
波
井
堰
改
修

に
お
い
て
、
可
動
井
堰
の
設
置
が
完
成

し
、
３
月
に
は
国
土
交
通
省
、
関
係
国
会

議
員
、
多
く
の
地
元
関
係
者
の
参
加
の
も

と
、
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
隣
県
に
お
い
て
は
、

熊
本
地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
予
想
さ
れ
る

風
水
害
や
天
災
等
の
災
害
に
対
す
る
備
え

や
被
害
軽
減
対
策
等
を
今
後
の
議
会
に
課

せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
と
位
置
付
け
て
、

多
面
的
に
調
査
・
研
究
し
、
災
害
に
強
い

町
づ
く
り
、
町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
町
づ
く
り
を
住
民
、
行
政
、
議
会
が

一
体
と
な
り
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
全
国
、
地
方
創
生
を
最
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
本
町
に
お
き
ま
し
て

も
、
湧
水
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
地
方
創
生
関
連
事

業
に
よ
り
、
栗
野
岳
界
隈
の
町
有
地
に

ア
ー
モ
ン
ド
等
の
苗
木
２
０
０
０
本
を
植

栽
し
、
開
花
時
期
の
観
光
や
収
穫
し
た
実

を
使
用
し
た
特
産
品
の
開
発
等
、
６
次
産

業
化
の
推
進
に
伴
う
計
画
で
進
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
11
月
に

は
、
町
内
外
よ
り
大
勢
の
来
場
者
を
迎
え

彫
刻
造
形
展
と
同
時
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
本
年
５
月
に
は
、
栗
野
岳
中
腹
に
あ

る
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
）
も
本
格
稼
働
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
自
然
が
自
慢

の
湧
水
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
産
業
の
発
展
へ
と
繋
が
っ
て

い
く
要
素
と
し
て
大
き
な
期
待
が
持
た
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
今
後
も
、
国
政
及

び
県
政
の
動
向
に
十
分
留
意
し
な
が
ら
、

本
町
が
直
面
す
る
諸
問
題
等
の
解
決
に
臨

み
、
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
活
発

な
議
会
活
動
と
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努

め
、
町
民
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
議

会
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

新
春
に
臨
み
、
町
民
皆
様
の
な
お
一
層

の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
29
年
が
実

り
多
き
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

湧
水
町
議
会
議
長
　
西
牟
田
　
徹
也
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１
月
４
日
に
栗
野
中
央
公
民
館
で
成
人

式
が
挙
行
さ
れ
、
鮮
や
か
な
振
り
袖
や
羽

織
袴
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
１
０
４
人

の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
新
成
人
に
よ
る
実
行
委
員
会

（
委
員
長
：
内
堀
佑
哉
さ
ん
（
北
方
地
区
））

が
中
心
と
な
っ
た
成
人
式
で
、
昨
年
の
10

月
か
ら
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
新
成

人
自
ら
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う

と
何
度
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
打
ち
合

わ
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

成
人
式
で
は
は
じ
め
に
式
典
が
行
わ

れ
、
新
成
人
か
ら
町
へ
記
念
品
（
図
書
購

入
費
）
の
贈
呈
が
あ
り
、
町
民
憲
章
を
新

成
人
全
員
で
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

次
に
実
行
委
員
会
主
催
行
事
が
行
わ

れ
、
新
成
人
の
思
い
出
を
振
り
返
る
映
像

の
上
映
で
は
懐
か
し
い
場
面
の
登
場
に
笑

い
が
出
る
な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
新
成
人
代
表
の
宮
越

亮
さ
ん
（
東
中
下
場
地
区
）
が
二
十
歳
の

決
意
を
述
べ
ら
れ
、
小
・
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
栗

野
中
学
校
生
徒
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
友
人
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
喜
び
、
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
・
家
族
へ
の
感
謝
を
か
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

新成人，感謝と希望を胸に！
今年は１５５人が成人式を迎え，大人としての一歩を踏み出しました。

20thAnniversary新・成人
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現
在
、湧
水
町
消
防
団
は
花

堂
伸
一
消
防
団
長
以
下
15
分
団

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、火
災
や
災
害
時
の
出

動
に
備
え
、日
頃
か
ら
規
律
訓

練
・
操
法
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

１
月
８
日
に
は
、多
く
の
来

賓
を
迎
え
て
、湧
水
町
消
防
出

初
式
を
吉
松
体
育
館
に
お
い
て

行
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
の
堂
々
と
し
た
分

列
行
進
が
あ
り
、式
典
で
は
功

労
者
表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

消
防
庁
長
官
表
彰
及
び
県

消
防
協
会
退
職
感
謝
状
授

与銀
盃
・
退
職
感
謝
状

元
湧
水
町
消
防
団

　
　

藤
垣　

幸
徳

　
　

高
橋　

慶
生

　
　

西　
　

政
隆

　
　

東　
　

昭
文

　
　

黒
田　

賢
一

　
　

橋　
　

憲
秀

　
　

西　
　

和
徳

　
　

永
山　

江
美
子

県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

部
長
表
彰

　
　

西
田　

太
一（
鶴
丸
）

　
　

園
田　

洋
志（
長
谷
）

　
　

今
村　

勝
浩（
上
場
）

　
　

丸
山　

直
幸（
吉
松
中
央
）

　
　

前
田　

聡
教（
幸
田
）

　
　

南　
　

祐
作（
川
添
）

町
長
表
彰

40
年
勤
続
章

　
　

前
田　

康
行（
般
若
寺
）

25
年
勤
続
章

　
　

境
田　

公
明（
吉
松
中
央
）

　
　

中
城　

正
臣（
鶴
丸
）

　
　

池
上　

春
男（
轟
）

　
　

今
園　

春
夫（
老
竹
）

20
年
勤
続
章

　
　

原
田　

憲
光（
川
西
）

　
　

清
水　

久
志（
老
竹
）

　
　

笹
峯　

浩
伸（
上
場
）

　
　

成
相　

大　
（
栗
野
中
央
）

　
　

桑
原　

利
浩（
川
添
）

15
年
勤
続
章

　
　

西
田　

太
一（
鶴
丸
）

　
　

園
田　

洋
志（
長
谷
）

　
　

今
村　

勝
浩（
上
場
）

　
　

丸
山　

直
幸（
吉
松
中
央
）

　
　

前
田　

聡
教（
幸
田
）

　
　

南　
　

祐
作（
川
添
）

　
　

竹
中　

英
人（
川
添
）

10
年
勤
続
章

　
　

異
島　

博
臣（
北
方
）

　
　

折
田
伸
一
郎（
北
方
）

　
　

今
川　

譲
治（
幸
田
）

　
　

濵
﨑　

基
伸（
幸
田
）

　
　

塚
田　

秀
一（
幸
田
）

　
　

大
牟
礼
敏　
（
幸
田
）

　
　

内
村　

英
幸（
栗
野
中
央
）

　
　

宗
方　

一
也（
栗
野
中
央
）

　
　

上
坂
元
順
一（
上
場
）

　
　

愛
甲　

博
則（
川
添
）

　
　

中
島　

広
雅（
吉
松
中
央
）

　
　

永
井　

真
一（
中
津
川
）

　
　

時
吉　

悠
樹（
中
津
川
）

５
年
勤
続
章

　
　

小
土
橋
千
代
丸（
北
方
）

　
　

渡
邊　

克
己（
川
添
）

　
　

永
野　

寿
春（
川
添
）

　
　

長
野　

靖
隆（
中
津
川
）

　
　

久
美
田
尚
哉（
栗
野
中
央
）

　
　

仮
屋　

良
信（
米
永
）

　
　

中
城　

裕
喜（
鶴
丸
）

一
般
感
謝
状

25
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

境
田　

文
江

　
　

中
城　

ひ
ふ
み

　
　

池
上　

ミ
ヨ
子

15
年
勤
続
者
の
家
族

　
　

西
田　

耕
太
郎

　
　

園
田　

め
ぐ
み

　
　

今
村　

み
ど
り

　
　

丸
山　

麻
美

　
　

前
田　

冨
子

　
　

南　
　

久
美

　
　

竹
中　

繁

町
消
防
団
後
援
会
長
表
彰

　
　

伏
見　

博
樹（
中
津
川
）

　
　

上
野　

英
規（
中
津
川
）

　
　

下
脇
田
高
雄（
吉
松
中
央
）

団
長
表
彰

　
　

横
山　

直
己（
北
方
）

　
　

桑
原　

利
浩（
川
添
）

　
　

高
橋　

光
啓（
中
津
川
）

　
　

中
城　

勝
郎（
鶴
丸
）

日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

　
　

白
川　

一
藤（
般
若
寺
）

　
　

上
水
流
正
美（
栗
野
中
央
）

　
　

若
木　

勝　
（
川
西
）

鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表

彰功
績
章

　
　

原
田　

憲
光（
川
西
）

　
　

清
水　

久
志（
老
竹
）

　
　

笹
峯　

浩
伸（
上
場
）

　
　

成
相　

大　
（
栗
野
中
央
）

精
績
章

　
　

大
浦　

幸
秀（
中
津
川
）

　
　

今
村　

勝
浩（
上
場
）

　
　

園
田　

洋
志（
長
谷
）

　
　

前
田　

聡
教（
幸
田
）

　
　

南　
　

祐
作（
川
添
）

　
　

竹
中　

英
人（
川
添
）

県
知
事
表
彰

10
年
勤
続
章

　
　

異
島　

博
臣（
北
方
）

　
　

折
田
伸
一
郎（
北
方
）

　
　

蜂
須
賀
美
鈴（
本
部
）

　
　

今
川　

譲
治（
幸
田
）

　
　

濵
﨑　

基
伸（
幸
田
）

　
　

塚
田　

秀
一（
幸
田
）

　
　

大
牟
禮
敏　
（
幸
田
）

　
　

内
村　

英
幸（
栗
野
中
央
）

　
　

宗
方　

一
也（
栗
野
中
央
）

　
　

南　

竜
一
郎（
中
津
川
）

　
　

上
坂
元
順
一（
上
場
）

　
　

愛
甲　

博
則（
川
添
）

　
　

赤
塚　

典
和（
鶴
丸
）

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
！

  
平
成
29
年
消
防
出
初
式
表
彰
者 

  

（
敬
称
略
）
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髙城　豊美さん

今西　千年さん

山﨑　容子さん

古川　重郎さん

宮田　次子さん

東　秀人さん

田中　卓男さん

白川　三男さん

桑畑　房子さん

丸山　良二さん

山口　優さん

竹ノ上さゆりさん

二渡　ちき子さん

瀬戸口百合子さん

福島　惠美子さん

川野　通信さん

西　一文さん

中田　トキ子さん

橋之口　定さん

（仲町，下中津川，古川，
柿木）

（堀ノ原，市原，新市原）

（般若寺前，般若寺後）

（原口前，原口後，原口西，吉松
竹田，原口団地，鶴丸団地）

（池田，上川添，三堂，竹
中，千鳥田，門前）

（停一，停二，停三）

（上郡，堂ノ上，新替団地，中郡
前，中郡後，真中馬場，平山）

（麓，刑務所官舎［後田］）

（堀之内，永野，八所，上
矢立，矢立）

（加治屋，柳丸団地，県営
団地）

（小屋敷，堤郡，宮下，本
村，京田住宅）

（楠辺，坂口，沢原，刑務
所官舎［下沼］）

（永山）

（四ツ枝前，四ツ枝後，御手
洗団地，神田団地，魚野）

（田尾原，塔之原ニュー
タウン）

（町，吉村，中津川団地）

（松山，陣前，塚ノ原，第
２塚ノ原団地）

（中野，山下中，山下西，
山下東）

（稲葉崎，興辺）

　平成２８年１２月１日付で民生委員児童委員・主任児童委員の一斉改選が行われ，厚生労働大臣から
委嘱されました。
　民生委員は，社会奉仕の精神をもって，常に住民の立場に立って福祉についての相談に応じ，必要な
援助を行ないますので，お気軽に相談してください。
　任期は，平成３１年１１月末日までの３年間となります。　　　　　　　　※（　）中は担当地域
　鶴丸自治会の担当民生委員児童委員は，平成２８年１２月１日現在選任されておりません。

民生委員児童委員・主任児童委員の一斉改選

民
生
委
員

児
童
委
員

お気軽にご相談を !
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廣田　和恵さん西元　郁雄さん川元　二郎さん山下　利文さん今西　正代さん

西　みえ子さん中神　順子さん益地　昭一さん徳永　元邦さん窪園　晴美さん

和田　喜美子さん今園　笑子さん野本　政信さん野本　勝さん原田　敏郎さん

田口　敏子さん上國料久美子さん内堀　利秋さん梅古川美代子さん竹畑　國輝さん

米山　和恵さん橋口　るみ子さん江上　みどりさん

（二渡，広田）

（川南西，大王，幸田南）

（老谷上，老谷中，老谷
前，老谷西）

（綾織，砂走，尾鉢，東下
場,桜町）

（御前野，植村，上村）

（坂元，下坂元，山崎，大迫，坂元
住宅，，山崎東通り，牛瀬戸住宅）

（竹田，北平）

（桜馬場，亀沢，原田）

（竹迫）

（会田，王ノ山）

（長谷上，長谷下，栗野
岳，十三塚）

（新町，仲町，丸池タウ
ン）

（大牟礼東，大牟礼西，国
見）

（別府，馬場迫）

（長谷中，長谷前，桜ヶ
岡，日添）

（本町，駅通，旭通，宮前
住宅，勝栗）

（松本，幸田頭）

（水窪，佃）

（丸池，東丸池，諏訪，上原，
尾鉢団地，尾鉢第２住宅）

（宮前，牛瀬戸）

　主任児童委員は，従来の担当区域
をもつ民生委員児童委員とは別に，
児童福祉に関する事項を専門的に担
当する委員です。

主任児童委員
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平
成
28
年
５
月
に
湧
水
町
並
び
に
霧
島

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
か
ら「
人
権
の
花
運

動
」の
推
進
校
と
し
て
、指
定
を
受
け
た
上

場
小
学
校
で
11
月
21
日
に
そ
の
運
動
に
お

け
る
閉
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、昭
和
60
年
度
か
ら
主

に
小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
運
動
で
、児

童
が
協
力
し
あ
っ
て
人
権
の
花「
ひ
ま
わ

り
」を
育
て
、生
命
の
尊
さ
を
実
感
す
る
中

で
、や
さ
し
い
心
や
思
い
や
り
の
心
を
育

み
、人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。開
会
式
で「
学
校
を
ひ

ま
わ
り
と
笑
顔
で
明
る
く
し
よ
う
！
」と
決

意
し
ま
し
た
。そ
し
て
子
ど
も
た
ち
は
、「
み

ん
な
の
優
し
い
気
持
ち
集
ま
れ
ば　

大
き

な
笑
顔
生
ま
れ
る
よ
」を
標
語
に
掲
げ
、運

動
期
間
中
み
ん
な
で
協
力
し
て
ひ
ま
わ
り

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、こ
の
運
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
み
、目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
に
対
し

て
、町
並
び
に
霧
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
学
校
に
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、児
童
か
ら
採
れ
た
ひ
ま
わ
り
の
種

が
教
育
長
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
に
対

し
、教
育
長
は「
次
の
学
校
へ
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
で
も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
を
通
じ
て
、児
童
た
ち
は
、人

権
の
基
本
と
な
る『
や
さ
し
い
心
』、『
思
い

や
り
の
心
』を
し
っ
か
り
と
体
得
し
ま
し

た
。

人
権
の
花
運
動

「
閉
会
式
が
人
権
運
動
の
始
ま
り
」

～
上
場
小
学
校
～

○
い
つ
か
は
自
分
も
高
齢
者・・

　

人
の
平
均
寿
命
は
医
療
技
術
の
発
達
等
に

よ
り
世
界
的
に
延
び
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、自
分
た
ち
の
数
代
前
の
祖
先
た

ち
の
時
代
は「
人
生
五
十
年
」と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
う
考
え
る
と
子
育
て
や
定
年
後
な
ど
、

高
齢
者
だ
け
で
生
活
す
る
期
間
が
延
び
て
き

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
年
だ
か
ら
無

理
」と
か「
年
が
い
も
な
く
」な
ど
、高
齢
者
を

最
初
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
風
潮
が
家
庭
や

地
域
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？
年
を
と
っ
て
も
生

き
が
い
や
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
り
た
い
と

思
っ
て
も
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
環
境
で
し
ょ

う
か
？

○
出
来
た
こ
と
が
出
来
な
く
な
る・・

　

こ
れ
は
家
族
や
周
り
に
い
る
人
だ
け
が
困

る
わ
け
で
は
な
く
、本
人
が
一
番
つ
ら
い
当

事
者
な
の
で
す
。私
た
ち
は
い
つ
ま
で
も
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く

過
ご
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
高
齢
者
を
さ
さ

え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
認
知
症
へ
の
理
解
が
重
要
で
す
。

　

認
知
症
に
は
脳
の
細
胞
が
ゆ
っ
く
り
死
ん

で
い
く
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
の
血
管
が

詰
ま
っ
た
り
切
れ
た
り
し
て
起
こ
る
認
知
症

な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
治
療
法
や
生
活
面

で
の
注
意
点
が
異
な
り
ま
す
。「
認
知
症
か

な
？
」と
思
っ
た
ら
相
談
や
早
目
の
受
診
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
周
り
の
人
が
病
気
を
理
解
す
る
こ
と

な
く「
早
く
し
ろ
」「
怠
け
て
い
る
」な
ど
と
責

め
立
て
る
と
症
状
や
状
態
が
悪
化
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。ま
た
、こ
の
よ
う
な
言
動
は
虐

待
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

人  権

ひろば

Vol.3

○湧水町地域包括支援センター
　保健・医療・介護・福祉等の総合的な相談窓
口を設置しております。

　栗野庁舎　７４－３１１１（内線２１０１）
　吉松庁舎　７５－２１１１（内線３１２２）

○認知症疾患医療センター
　（栗野病院）　７４－１１４０

○鹿児島シルバー１１０番
　（県社会福祉協議会）０１２０－１６５－２７０



9 　広報 ゆうすい  Vol. 142　2017.1

【
室
谷
新
田
】

　

石
川
県
江
沼
郡
月
津
村

（
現
在
の
小
松
市
）出
身
の
農

会（
明
治
32
年
公
布
の
農
会

法
に
よ
り
、農
事
の
改
良
発

達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
地
主
・
農
民

の
団
体
。）技
師
、室
谷
専
一

氏
が
主
唱
者
と
な
り
、大
正
元
年
に
起
工
、大
正
３
年
11
月
に
竣
工

し
、延
長
２
，９
７
０
ｍ
の
疏
水
が
完
成
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、灌
漑

開
田
30
町
余
り
を
得
た
。そ
の
後
、地
域
の
人
々
は
こ
の
新
田
の
主

唱
者
で
あ
る
室
谷
専
一
氏
に
感
謝
の
意
を
尽
く
し
、そ
の
名
に
ち

な
ん
で「
室
谷
新
田
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

疏
水
工
事
の
内
容

　

本
疏
水
は
、川
内
川
右
岸
の
山
裾
を
緩
や
か
な
河
床
勾
配
で
計

画
し
、測
量
の
基
本
で
あ
る
切
土
・
盛
土
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

て
、自
然
的
工
法
を
ベ
ー
ス
に
、労
費
の
削
減
等
当
時
の
財
源
を
考

慮
し
、創
意
工
夫
し
た
技
術
を
生
か
し
施
工
し
て
い
る
。水
路
部

は
、山
土
を
人
力
に
よ
り
タ
コ
丸
太
等
で
突
き
固
め
、自
然
転
圧
後

松
板
等
で
筧
を
施
工
し
、盛
土
部
の
築
堤
・
土
羽
は
、丸
太
柵
工
・
竹

粗
朶
柵
工
を
用
い
、法
面
は
野
芝
に
よ
る
筋
芝
工
で
施
工
し
、安
定

勾
配
を
形
成
し
て
い
る
。ま
た
、人
家
付
近
の
道
路
と
鉄
道（
明
治

36
年
開
通
の
肥
薩
線
）が
交
差
す
る
と
こ
ろ
は
、当
時
で
は
珍
し
い

素
掘
り
に
よ
る
サ
イ
フ
ォ
ン
式（
真
空
を
利
用
し
て
、液
体
を
あ

る
地
点
か
ら
目
的
地
ま
で
、途
中
地
点
よ
り
低
い（
高
い
）地
点
を

通
っ
て
導
く
仕
組
み
。）の
工
法
で
、地
下
を
通
水
し
て
い
る
。工
事

の
難
所
地
で
も
あ
っ
た
馬
の
背
形
状
の
築
堤
箇
所（
通
称
天
日
紙

地
区
）は
、大
雨
の
た
び
に
法
面
が
崩
壊
し
、何
度
も
修
復
工
事
が

な
さ
れ
、か
な
り
の
日
数
を
要
し
た
。隣
地
に
は
地
域
住
民
が
、主

唱
者
の
苦
悩
を
詠
ん
だ
伝
承
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、災
害
に
よ
っ
て
こ
の
碑
は
紛
失
し
た
が
、現
在
は
、室

谷
新
田
公
園
内
に
、詠
み
人
知
ら
ず
の
伝
承
碑
と
し
て
、地
元
の
方

が
復
元
し
、当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

新
田
の
恩
恵

　

先
人
達
の
努
力
に
よ
っ
て
本
疏
水
は
完
成
し
、そ
れ
ま
で
の
陸

稲
か
ら
水
稲
へ
と
作
付
け
が
転
換
さ
れ
、年
間
を
通
じ
て
水
不
足

の
心
配
は
な
く
、安
心
し
て
作
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま

た
、新
田
は
防
火
用
水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
、多
面
的
な
機
能
を
有

し
て
い
る
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
は
、新
田
沿
い
に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

い
、平
成
９
年
に
は
地
区
有
志
の
方
々
に
よ
り
再
現
さ
れ
た
水

み
っ
ぐ
い
ま車

の
音
と
の
調
和
が
、情
緒
豊
か
な
農
村
風
景
を
演
出
し
て
い
る
。

　

本
新
田
は
、以
前
か
ら
水
車
が
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
地
区
の

方
々
も
川
内
川
や
広
々
と
し
た
水
田
を
中
心
に
、水
と
親
し
み
な

が
ら
生
活
を
営
ん
で
き
た
。

　

近
年
、開
発
な
ど
の
た
め
に
撤
去
さ
れ
た
数
カ
所
の
水
車
を
、元

の
場
所
に
復
元
し
よ
う
と
い
う
動
き
を
耳
に
し
て
お
り
、実
現
す

れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。こ
の
地
域
ら
し
い
村
お
こ

し
と
し
て
、疏
水
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
期
待
し
た
い
。

室
谷
新
田
公
園
設
置

　

湧
水
町
栗
野
土
地
改
良
区
の
施
設
で
あ
る
井
堰
の
老
朽
化
と
、

記
念
碑
建
立
地
の
荒
廃
に
伴
い
、平
成
15
年
度
県
単
独
農
業
農
村

整
備
事
業
と
し
て
、室
谷
新
田
公
園
整
備
が
行
わ
れ
、こ
れ
に
よ

り
、約
３
２
０
㎡
の
公
園
が
完
成
し
た
。

　

こ
の
土
地
は
も
と
も
と
室
谷
専
一
氏
名
義
の
土
地
で
、整
備
計

画
の
た
め
土
地
の
譲
渡
交
渉
を
進
め
た
。そ
の
結
果
、子
孫
の
方
が

兵
庫
県
三
田
市
に
在
住
さ
れ
て
お
り
、室
谷
疏
水
の
伝
承
等
、工
事

の
概
要
説
明
と
用
地
譲
渡
を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、快
く
土
地
を
寄

付
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
と
な
っ
た
。い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、室
谷
家
に
は
、当
時
の
室
谷
新
田
の
一
部
竣
工
写
真
や

農
会
通
常
総
会
時
の
記
念
写
真
、栗
野
村
北
方
開
田
組
合
よ
り「
疏

水
工
事
記
念
品
」と
し
て
贈
ら
れ
た
薩
摩
焼
の
中
花
瓶
が
大
事
に

保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

整
備
さ
れ
た
公
園
は
、室
谷
氏
の
業
績
を
記
し
た
写
真
入
り
の

説
明
板
や
ベ
ン
チ
、桜
が
植
樹
さ
れ
、憩
い
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
。平
成
15
年
度
の
完
成
式
典
に
は
、孫
に
あ
た
る
室
谷
眞
一
夫
婦

（
三
田
市
在
住
）も
出
席
し
、完
成
を
祝
っ
た
。当
時
、室
谷
さ
ん
は

「
栗
野
町
の
皆
さ
ん
の
力
に
よ
り
、立
派
な
公
園
が
完
成
し
た
。栗

野
の
風
景
は
祖
父
が
生
ま
れ
た
石
川
県
小
松
市
に
そ
っ
く
り
。栗

野
の
風
景
に
ふ
れ
な
が
ら
、祖
父
は
用
水
路
を
一
生
懸
命
造
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
」と
、話
さ
れ
て
い
た
。

　　
次
回（
最
終
回
）は
、疏
水
の
管
理
を
掲
載
し
ま
す
。

通
水
か
ら
１
０
０
年

Vol. ２

　

先
月
に
引
き
続
き
、大
山
勇
美
氏
の
寄
稿
「
湧

水
町
室
谷
疏
水
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
ま
す
。

「
ま
た
も
く
え
た
か
、
天て
ん
か
し

日
紙
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　

室
谷
な
か
せ
が
、ま
た
く
え
た
」

北方上新田工事の竣工

サイフォン式工法の疏水出口

開田組合より室谷
専一氏に贈られた
記念品
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開館時間：午前１０時～午後６時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３）　　
問合せ先：７４－１８２１

くりの図書館に来てね！

　平成 29 年新成人の皆様から，ご寄附を
いただきました。図書館の本などの資料購
入のため大切に使わせていただきます。

　図書館では，保健衛生課と連携を図り「ブックスター
ト」事業を行っています。ブックスタートは，すべて
の赤ちゃんのまわりで，読み聞かせを通じて，楽しく
あたたかいひとときがもたれることを願い，赤ちゃん
に絵本を手渡す運動です。３・４ヶ月乳児健診時に図
書館職員が，絵本の読み聞かせについて説明をしなが
ら，一人ひとり絵本を手渡しています。

ブックスタート・パック
　絵本と一緒に，読み聞か
せやふれあい遊びの資料も
渡しています。

　０歳の赤ちゃんも絵本が大好きです。ぜひ，ご家庭
で色々な絵本を読んであげてください。

ご寄附を

　　　いただきました！

　今年最初の開館日である１月４
日に，本などを借りてくださった
方を対象に「図書館おみくじ」を
行いました。（先着 100 名）
　「鳥の本を読んでますます運気
好調」など読書と関連づけたおみ
くじで，喜んでいただきました。

～今年もよい一年に～
開運！図書館おみくじ

今年は酉年！
鳥の本を楽しもう

湧水町に生まれてくるすべての赤ちゃんへ

～赤ちゃんに絵本とだっこを～

ブックスタート

～これまで絵本を差し上げた
保護者の方からの感想～

　「本を読んでください」とただ言われても，な
かなか実行に移すことはなかったと思うが，実際
に本をもらって，家に本があると，自然と読む機
会が増えてよかった。年齢に応じた絵本の紹介（資
料）が参考になった。

　毎月第３日曜日の午前１０時３０分から，お
はなし会を行っています。絵本やふれあい遊び
など，ご家族やお友達と一緒に楽しみませんか？
ご参加お待ちしています。

毎月楽しく開催中！
読み聞かせ「おはなしの森」

『かわいくなんか　ないっ！』
ジョナサン・アレン／さく　評論社
　フクロウのフクちゃんは「かわい
いね」と言われるとイライラ。小学
生や中学生は共感できる絵本なので
は？読み聞かせにもおすすめ。

『ニワトリとともに
農家になろう⑩』

農文協
　約 30 年自然養鶏業を営む笹村さ
んの毎日を細かに取材した本。写真
も印象的で読み応えがあります。

『くらべてわかる野鳥』
叶内 拓哉 / 写真・文　山と溪谷社

　「なんていう鳥か調べたい」そん
な時におすすめです。様々な鳥の特
徴などが写真付きで解説されていま
す。

ト リ ト リ ト リ
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か
つ
て
新
聞
紙
上
で「
ネ
パ
ー

ル
で
一
番
有
名
な
日
本
人
」と
し

て
紹
介
さ
れ
た
馬
場
喜
代
志
さ

ん（
72
歳
：
東
中
下
場
地
区
出
身
）

は
、現
在
大
阪
市
内
に
居
住
さ

れ
、ふ
る
さ
と
に
帰
省
さ
れ
た
際

に
栗
野
庁
舎
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
氏
は
、大
阪
府
警
で
都
市
交

通
管
理
に
携
わ
っ
た
経
験
を
も

と
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、ネ
パ
ー

12
12

12
11

12
10

車椅子寄贈
大切に使います

丸池公園で
イベント併催

長寿を祝う
祝１００歳

　

初
冬
の
快
晴
は
、
日
差
し
の
温
か
さ
を
感
じ

て
特
に
気
持
ち
が
い
い
で
す
。丸
池
公
園
で
は
、

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
（
会
長
：
高
橋

源
悟
氏
）に
よ
る「
元
気
も
り
も
り 

そ
ば
祭
り
」

と
「
霧
島
山
麓
湧
水
マ
ル
シ
ェ
（
青
空
市
場
）」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
そ
ば
打
ち
体
験
が
行
わ

れ
、
そ
ば
を
美
し
く
味
わ
う
「
美
食
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
は
、
照
れ
な
が
ら
食
べ
る
所
作
が
愛
ら

し
く
、
一
層
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
ば
ず
い
１
０
０
食
が
振
る
舞
わ
れ
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

あ
い
ら
農
業
協
同
組
合（
代
表
理
事
組
合
長

樋
脇
建
治
氏
）か
ら
本
町
に
対
し
て
、児
童
用
の

車
椅
子
２
台
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

車
椅
子
は
、ご
意
向
に
沿
っ
て
、栗
野
庁
舎
と

吉
松
庁
舎
に
１
台
ず
つ
配
置
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。庁
舎
を
来
庁
さ
れ
た
方
々
が
安
心
し

て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
組
合
の
心
温
ま
る
ご
支
援
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

馬
込
政
隆
さ
ん（
西
下
場
地
区
在
住
）が
12
月

に
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
、ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

馬
込
さ
ん
は
大
正
５
年
に
生
ま
れ
、戦
争
を

経
験
さ
れ
ま
し
た
。帰
還
後
、妻
の
春
江
子
さ
ん

と
ご
結
婚
さ
れ
、５
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
は
、「
し
っ
か
り
三
食
、食
事

を
す
る
こ
と
。歩
行
運
動
を
毎
日
の
日
課
と
す

る
こ
と
。」と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、さ
ら
に
長
寿
を
重

ね
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

このコーナーでは皆さまからの情報をお待ちしております。☎74－3111（内線2216）ゆうすいの話題

11
１ ネパールの有名人

ふるさとに帰郷

第
６
回
青
の
国
若
山
牧
水
短
歌
大
会
（
主
催:

日
向
市
ほ
か
）

短
歌
大
賞

　

い
つ
の
日
か
白
雪
姫
の
馬
車
に
な
る
日
向
南
瓜
の
夢
の
告
白

最
優
秀
賞
（
一
般
の
部
）

　

牧
水
と
ボ
ク
は
十
八
年
生
ま
れ
写
真
ま
ね
手
を
組
む
四
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
三
四
五
さ
ん
（
東
中
下
場
地
区
在
住
）

第
67
回
鹿
児
島
県
高
校
美
術
展

奨
励
賞
（
洋
画
）　
　
駒
走　

玲
奈
さ
ん
（
松
陽
高
校
３
年
：
長
谷
地
区
）

ル
に
４
年
間
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、首
都

カ
ト
マ
ン
ズ
に
は
、基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、横
断
歩
道
の
整
備
や
中

央
分
離
帯
を
設
け
る
作
業
に
取
組
み
、ネ
パ
ー

ル
の
交
通
秩
序
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。ネ
パ
ー

ル
国
民
の
性
格
や
日
本
の
組
織
と
権
限
が
異

な
り
、大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、愛
情

を
持
っ
て
指
導
し『
や
っ
て
み
せ
、や
ら
せ
て

み
て
、ほ
め
て
や
る
』の
指
導
方
法
を
実
践
さ

れ
た
そ
う
で
す
。ま
た
、身
を
も
っ
て
交
通
規

範
を
示
し
た
こ
と
が
騒
動
に
な
り
ま
し
た
。い

つ
も
の
よ
う
に
交
通
整
理
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、交
通
違
反
を
し
た
パ
ト
カ
ー
を
停
車
さ
せ

ま
し
た
。車
に
は
、警
察
幹
部
が
乗
車
し
て
お

り
、身
を
挺
し
て
指
導
す
る
馬
場
さ
ん
と
警
察

幹
部
は
口
論
と
な
り
、瞬
く
間
に
人
だ
か
り
が

で
き
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
、地
域
住
民
に
感

銘
を
与
え
、交
通
ル
ー
ル
遵
守
と
い
う
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
指
導
が
高
く
評
価
さ
れ
、ネ

パ
ー
ル
国
王
表
彰
、日
本
外
務
大
臣
表
彰
な
ど

を
受
賞
し
、天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
謁
見
も
さ

れ
て
い
ま
す
。首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
、日
本

人
男
性
を「
ミ
ス
タ
ー
バ
バ
」と
呼
ぶ
ほ
ど
認

知
さ
れ
て
い
ま
す
。



広報 ゆうすい　12

【平成２８年分の確定申告書等には個人番号の記載が必要です】
　社会保障・税番号制度 ( マイナンバー制度 ) の導入に伴い，平成２８年分の確定申告書等にはマ

イナンバー ( 個人番号 ) の記載が必要となりました。

　なお，マイナンバー ( 個人番号 ) を記載した確定申告書等を税務署へ提出する際には，申告され

る本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

　　確定申告センターが次のとおり開設されます。

○期間中は税務署内での申告相談は受け付けておりませんので，確定申告セン

ターをご利用ください。
（注） 1　受付時間は，午前 9時から午後 4時までです。

2　加音ホール会場では，主にご自分でパソコンを使って申告書を作成していただ

きます。

3　確定申告期限（3 月 15 日）間際になりますと，会場は混雑し長時間お待ちいた

だくことになります。相談の必要な方は，早い時期に会場にお越しいただくこと

をお勧めいたします。

　

　確定申告書の控に受付印が必要な方は，申告書と同時に控を提出していただく必要が

あります。後日，申告書控に受付印を押印することはできません。

　なお，郵送にて申告書を提出される方は，申告書と申告控及び返信用封筒 ( 切手貼付 )

を同封してください。

【問合せ先】　加治木税務署　代表電話６２ー２１６１

★　税務署からのお知らせ　★

平成 28 年分の確定申告センターの開設について

会　　場 日　　　程

加音ホール
平成 29 年 2 月 16 日 ( 木 ) ～ 3 月 15 日 ( 水 )

ただし，土曜日，日曜日を除く

鹿児島税務署
平成 29 年 2 月 19 日 ( 日 )・2 月 26 日 ( 日 )

（閉庁日対応を実施する日）

【確定申告書の控に受付印が必要な方へ !!】
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家庭用品品質表示法に基づく繊維製品品質表示規程の改正について
－衣類等の洗濯表示（取扱い表示）が変わります－

※これらは，主にクリーニング
店で使用する記号です。

　機械の中で洗濯物
を回転させながら温
風で乾燥させる方式

タンブル乾燥
の意味

［お問い合わせ先］ 消費者庁表示対策課　　　TEL：０３ー３５０７ー９２０５



　
　
　
　
　

期
日
：
1
月
2
日
～
3
日

　
　
　
　
　

場
所
：
東
京
都
・
神
奈
川
県

総
合
第
３
位　

早
稲
田
大
学

　
　
　
　
　
　
　

11
時
間
12
分
26
秒

【
２
区
：
23
・
１
㎞
（
鶴
見
～
戸
塚
）
】

区
間
第
10
位　

永
山　

博
基

　
　
　
　
　
　
　

１
時
間
８
分
50
秒

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
11
日

　
　
　
　
　

場
所
：
い
ち
き
串
木
野
市

▼
男
子
の
部

　

優　

勝　

栗
野
中
学
校

　
　
　
　
　

先
鋒　

前
田　

貫
太

　
　
　
　
　

次
鋒　

畠
中　

健
多

　
　
　
　
　

中
堅　

久
木
崎
武
尊

　
　
　
　
　

副
将　

石
本　

柊
平

　
　
　
　
　

大
将　

大
田　

一
心

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
26
日

　
　
　
　
　

場
所
：
栗
野
体
育
館

▼
小
学
生
大
会

　

優　

勝　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
　
　
　

立
野　

駿
介
（
栗
野
小
２
年
）

　
　
　
　
　

福
田　

航
聖
（
栗
野
小
４
年
）

　
　
　
　
　

期
日
：
11
月
27
日

　
　
　
　
　

場
所
：
薩
摩
川
内
市

▼
男
子
小
学
３
年
組
手
の
部

　

優　

勝　

柿
木　

史
翔
（
吉
松
小
）

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
４
日

　
　
　
　
　

場
所
：
鹿
児
島
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
形
の
部

　

優　

勝　

柿
木　

史
翔

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
組
手
の
部

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
11
日

　
　
　
　
　

場
所
：
熊
本
県
水
俣
市

▼
小
学
３
・
４
年
男
子
組
手
の
部

　

第
３
位　

柿
木　

史
翔

　
　
　
　
　

期
日
：
12
月
11
日

　
　
　
　
　

場
所
：
幸
田
地
区
体
育
館

※
町
内
関
係
者
の
み
掲
載

【
団
体
の
部
】

　

優　

勝　

吉
松
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
３
位　

栗
野
少
年
剣
道

　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
個
人
の
部
】

▼
１
・
２
年
男
子

　

第
２
位　

中
川
一
之
介　

（
幸
田
小
剣
）

▼
３
・
４
年
男
子

　

第
２
位　

喜
多
田
宗
二
郎
（
栗
野
少
剣
）

▼
１
・
２
年
女
子

　

優　

勝　

有
田
つ
く
し　

（
吉
松
剣
）

　

第
３
位　

宮
園
留
梨
子　

（
栗
野
少
剣
）

▼
３
年
女
子

　

第
３
位　

二
渡　

紀
香　

（
吉
松
剣
）

▼
４
年
女
子

　

優　

勝　

宮
園
真
唯
子
（
栗
野
少
剣
）

　

準
優
勝　

久
木
崎
ゆ
い
の
（
轟
小
剣
）

　

第
３
位　

福
永　

椿　

（
栗
野
少
剣
）

▼
５
・
６
年
女
子

　

優　

勝　

有
田
こ
こ
ろ
（
吉
松
剣
）

　

準
優
勝　

高
橋　

真
歩
（
吉
松
剣
）

　

第
３
位　

寺
園　

颯
奈
（
横
川
剣
）

第
93
回
東
京
箱
根
間

　
往
復
大
学
駅
伝
競
走

熊
本
地
震
復
興

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
空
手
道
大
会

第
36
回
小
林
流

　
空
手
道
錬
成
大
会

第
27
回
水
俣
市
会
長
杯

　
少
年
少
女
空
手
道
大
会

第
32
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

第
60
回
鹿
児
島
県

　
中
学
校
新
人
剣
道
大
会

第
13
回
湧
水
カ
ッ
プ

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　

ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）

第
13
回
湧
水
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

11
月
26
日
に
小
学
生
大
会
、
12
月
11
日
に
中
学
生
大
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
76
チ
ー
ム
（
小
学
40
チ
ー
ム
・
中
学

36
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

第
32
回
幸
田
旗
剣
道
大
会

　

12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
県

内
の
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

湧
水
で
熱
戦
！
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町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
が
主
催
す
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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町
の
防
衛
事
業
実
績

湧
水
町
自
衛
隊
協
力
会
会
員
募
集
に
つ
い
て

【
町
と
自
衛
隊
】

　

湧
水
町
（
旧
吉
松
町
）
は
、
昭
和
43
年
の
え
び
の
吉
松
地
震
に
お
い
て
大
き
な
被

災
を
受
け
、
自
衛
隊
の
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
に
よ
り
救
助
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
近
年
で
は
、
平
成
18
年
に
発
生
し
た
鹿
児
島
県
北
部
豪
雨
災
害
の
迅
速
な
救
援
活

動
な
ど
は
私
た
ち
の
心
に
深
く
刻
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
は
、
陸
上
自
衛
隊
霧
島
演
習
場
と
隣
接
し
て
お
り
、
防
衛
施
設
周
辺

自
治
体
と
し
て
演
習
場
が
あ
る
こ
と
や
訓
練
な
ど
に
よ
り
生
じ
る
騒
音
等
の
障
害
に

つ
い
て
国
（
防
衛
省
等
）
よ
り
交
付
金
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
障
害
の
防
止
や
障
害

を
軽
減
す
る
た
め
の
事
業
に
対
し
て
も
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
交
付
さ
れ
た
補
助
金
で
道
路
改
良
事
業
や
排
水
機
場
の
整
備
、
消
防
自

動
車
の
購
入
な
ど
町
の
生
活
基
盤
の
整
備
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
募
集
の
趣
旨
】

　

湧
水
町
自
衛
隊
協
力
会
は
、
国
の
防
衛
に
関
す
る
認
識
を
深
め
、
自
衛
隊
と
連
絡

を
密
に
し
て
隊
員
の
激
励
援
助
に
あ
た
り
、
自
衛
隊
の
健
全
な
る
発
展
に
協
力
し
、

地
域
社
会
の
民
生
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
39
年
旧
吉
松
町
に
お
い
て

結
成
さ
れ
、
合
併
後
平
成
26
年
よ
り
栗
野
地
域
の
会
員
も
加
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
組
織
拡
大
を
図
り
自
衛
隊
へ
の
協
力
体
制
を
整
え
て
参
り
ま
す
の

で
、
賛
同
く
だ
さ
る
方
を
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
加
入
資
格
】　　
町
民
の
方
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

年
会
費
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

【
申
込
方
法
】　　
吉
松
庁
舎
地
域
総
務
課
、
ま
た
は
協
力
会
総
代
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、地
区
総
代
が
会
費
徴
収
に
来
ら
れ
、領
収
書
（
タ
オ
ル
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
な
お
、
会
員
の
脱
退
は
自
由
に
で
き
ま
す
。

参考：防衛事業費総額
（昭和 48年度から平成 27 年度）	

町　総　事　業　費 う　ち　補　助　金

35億 2,780 万 4 千円 29 億 718 万 8千円

国有提供施設等所在市町村助成交付金
（平成 17 年度から平成 27 年度）	

交　付　額

4,612 万 7 千円

平成 28 年度　陸海空自衛官候補生募集
受付期間 試験日・場所 合格発表予定

1 月１０日（火）～３０日（月） ２９年２月４日（土）鹿児島県大島支所
２９年２月５日（日）陸上自衛隊国分駐屯地 ２月１７日（金）

◆応募資格　平成２９年４月１日現在，１８歳以上２７歳未満の男子
◆問合せ先　自衛隊鹿児島地方協力本部　☎４５－１８３６

整備された町道風呂元線

（写真提供：陸上自衛隊えびの駐屯地から３枚）
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発見楽しみ工房
　申込は，当日の申込の他 , 電話・ＦＡＸによる事前の申込もできます。
その際は，代表者のお名前と参加人数をお知らせください。

第190回 「身の回りの自然素材を大変身」
　身の回りにある落ち葉や木の実などの形を生かして，今までに見たこ
とのない不思議な生き物を作ってみませんか？
日　時／平成29年１月21日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島大学教育学部附属小学校　奥　俊明　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

第191回 「カンナ屑で造花をつくろう」
　ヒノキ，スギなどのカンナ屑を使い，造花を作ります。バラやカーネー
ションなどの花がつくれます。
日　時／平成29年2月18日（土）13：30 ～ 15：30
講　師／鹿児島県立隼人工業高等学校　齊藤　俊　先生
定　員／ 20名（年齢制限はなく,どなたでも気軽に参加できます。)
参加料／入園料の他に２００円

平成 28 年 12 月（第 189 回）
の発見楽しみ工房の制作風景
　鹿児島市立鹿児島女子高等学校の美坂
康太郎先生と一緒に，ワインで用いられ
るコルクと，針金，ビーズなどを用いて
小さな動物をつくりました。

【お問い合わせ先】霧島アートの森　☎ 74 － 5945

　昨年のアートの森の関連の
出来事として「シャングリラの
華」「赤い靴」の作者である草
間彌生さん（87歳）が文化勲
章を受章されました。
　草間さんは，1929年に松本
市で生まれ，1957年に渡米。
87歳を迎えた現在も絵画，彫

刻，インスタレーション，映像，小説，詩など幅広い分野で
表現活動を続けています。
　2002年には霧島アートの森で個展『水玉の楽園 草間
彌生展』を開催し，当時NHKの特別番組でも放送され，
全国的な話題になり25,000人が来場しました。
　2017年２月からは東京の国立新美術館で
個展『草間彌生 わが永遠の魂』も開催され
ます。

平成28年第４回湧水町議会定例会報告
１１月３０日から１２月１６日までの１７日間の会期で平成２８年第４回湧水町議会定例会が開会されました。
本議会では，発議１件，同意１件，予算案６件，その他議案１０件が上程され，原案のとおり可決及び同意されました。
ここでは，その主な内容をお知らせします。
〔和解及び損害賠償額の決定〕
◇公共ネットワーク光ケーブル民家倉庫屋根接触事故に係る和解
及び損害賠償額を決定しました。

〔発　議〕
◇議員発議により，地方議会議員の更生年金制度加入のための法整備を要
請する意見書を衆議院議長ほかへ対し，提出することになりました。

〔同　意〕
◇本町農業委員会の区域内における認定農業者の数が国の定める基準
を下回るため，過半数要件の例外適用を提案し，同意されました。

〔陳　情〕
◇教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはか
るための，２０１７年度政府予算に係る意見書採択の要請につ
いての陳情が議会議長あてに提出され，採択されました。ま
た，本陳情の採択を受け，議員発議により国の関係機関に対
し，意見書を提出することになりました。

〔条例の改正等の内容〕
◇湧水町職員の給与に関する条例の一部改正
〈人事院勧告に基づき，一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改
正する法律が公布され，これに準じて所要の改正を行いました。〉

◇湧水町職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部改正
〈人事院勧告に基づき，地方公務員の育児休業等に関する法律及
び育児休業，介護休業等又は家族介護を行う労働者の福祉に関
する法律の一部を改正する法律が公布され，これに準じて所要
の改正を行いました。〉

◇湧水町職員の配偶者同行休業に関する条例の一部改正
〈人事院規則の一部が改正されたことに伴い，これに準じて所要
の改正を行いました。〉

◇湧水町税条例の一部改正
〈外国人等の国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得
税法等の非課税に関する法律施行令等の一部改正に伴い，所要
の改正を行いました。〉

◇湧水町国民健康保険税条例の一部改正
〈外国人等の国際運輸業に係る所得に対する相互主義による所得

税法等の非課税に関する法律施行令等の一部改正に伴い，所要
の改正を行いました。〉

◇湧水町立幼稚園保育料徴収条例の一部改正
〈子ども・子育て支援法施行令の一部改正に伴い，所要の改正を
行いました。〉

◇湧水町農業委員会の委員及び湧水町農地利用最適化推進委員の
定数に関する条例の制定

〈農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い，所要の改正を行
いました。〉

◇湧水町報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　〈農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い，所要の改正を
行いました。〉

〔補正予算〕
◇一般会計（補正４号）
　平成２８年度の総額に５１７万３千円を追加し，補正後の総額
を７２億１７２０万３千円としました。

◇一般会計（補正５号）
　平成２８年度の総額に２億４８５３万７千円を追加し，補正後
の総額を７４億６５７４万円としました。

◇国民健康保険事業特別会計（補正２号）
　平成２８年度の総額から１００万９千円を減額し，補正後の総
額を１８億４０５４万４千円としました。

◇介護保険事業特別会計（補正２号）
　平成２８年度の総額に３１３１万５千円を追加し，補正後の総
額を１４億４８１１万３千円としました。

◇後期高齢者医療事業特別会計（補正１号）
　平成２８年度の総額に１１万８千円を追加し，補正後の総額を
１億４６６６万１千円としました。

◇水道事業会計（補正２号）
　平成２８年度の収益的収入を２億４４９１万８千円，収益
的支出を１億９４９０万４千円としました。また，平成
２８年度資本的収入を３億７５６０万円，資本的支出を
５億２８０９万７千円としました。
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短
　
　
歌

八
十
路
過
ぎ
忘
れ
ゆ
く
こ
と
多
か
り
き
友
と
語
ら
う
日
々
の
中
に
も　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

朝
凪
を
水
鳥
ゆ
き
て
ゆ
っ
た
り
と
ド
レ
ス
の
や
う
に
長
き
水
脈
ひ
く　
　
　
　
　

鬼
塚　

文
雄

め
で
た
く
も
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
の
昇
り
た
り
願
掛
け
祈
れ
と
ス
マ
ホ
囁
く　
　
　

原
口　

信
子

正
月
に
活
け
る
南
天
す
ず
な
り
に
水
仙
を
添
え
来
る
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　

竹
中
セ
ツ
子

秋
風
は
折
檻
さ
れ
し
日
運
び
来
ぬ
や
さ
し
き
父
の
容
赦
な
か
り
き　
　
　
　
　
　

冨
山　
　

泰

柿
の
実
が
天
辺
に
一
つ
残
り
お
り
熟
れ
る
を
待
つ
や
の
ぞ
く
小
鳥　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

ガ
ラ
ス
戸
に
飛
べ
な
く
な
り
し
冬
の
蜂
そ
の
ま
ま
に
し
て
カ
ー
テ
ン
を
引
く　
　

坂
元　

美
子

塩
づ
け
の
尾
頭
鯛
は
ナ
ン
テ
ン
の
葉
に
乗
せ
ら
れ
て
新
年
を
待
つ　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

紅
葉
に
染
め
あ
げ
ら
れ
し
山
々
も
恋
し
て
い
る
や
焼
け
る
ご
と
く
に　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
ま
た
消
し
た
」
お
父
さ
ん
だ
と
言
う
息
子
線
香
も
つ
手
に
柔
ら
か
な
風　
　
　

木
場　

千
恵

日
没
に
見
上
げ
れ
ば
空
碧
く
し
て
金
色
の
月
両
の
手
の
中
に　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

孫
子
等
の
十
五
、
六
人
寄
り
合
ひ
て
夫
の
七
回
忌
に
写
真
を
写
す　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

詩
吟
に
て
舞
台
に
立
ち
て
書
道
吟
卒
寿
近
く
で
見
事
な
ふ
る
舞　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

秋
の
空
晴
れ
渡
り
た
る
西
の
方か

た

茜
の
雲
が
ま
ぶ
し
く
沈
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

飛
沫
あ
げ
流
れ
く
る
田
植
前
水
路
命
育
み
輝
や
く
夏
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

流
れ
行
く
日
々
に
哀
楽
す
ぎ
去
り
て
年
輪
の
船
正
座
し
待
て
り　
　
　
　
　
　
　

内
村
と
し
子

「
ご
は
ん
よ
」
と
声
を
上
げ
れ
ば
隣
家
よ
り
「
ご
飯
だ
っ
て
」
と
言
う
声　
　
　

福
田
三
四
五

　
川
　
　
柳

そ
れ
ぞ
れ
の
痛
み
と
共
に
坂
下
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

支
え
合
う
心
は
地
球
温
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
園
ふ
く
え

ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
水
に
誇
り
も
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
堀　

松
枝

坂
ひ
と
つ
越
え
て
他
国
の
風
を
知
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

芳
子

今
年
こ
そ
食
欲
減
ら
す
プ
ラ
ン
た
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
元　

節
子

足
不
具
の
妻
の
足
み
て
神
っ
て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村　

住
義

　
俳
　
　
句

は
ぐ
れ
た
サ
ル
ビ
ア
一
本
霜
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

命
と
は
霜
割
る
蕗
の
五
六
薹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
白

晩
節
を
汚
さ
ぬ
や
う
に
日
誌
買
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

　
薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

祝ゆ

え

び
祭
日
い
な
国は

た旗
を
出で

た
か
ち
爺じ

が
催せ

ち促
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）
私あ
た

や
料じ
ゅ
い理
か
た
我わ

が
で
し
や
ん
せ

正じ
ょ
が
っ月
ど
ま
一い
っ
ど緒
き
飲
ん
が
ち
墓は

け
供あ

げ
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
一い

っ滴
じ
ゃ
い
減
ら
じ
吾わ

が
全ず
る
っ部
呑ぬ

ん

猫
ん
子
が
二に
ひ
っ匹
で
書し
ょ
る類

ゆ
ひ
っ
破
き
ゃ
ぶ

っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん　
　

　
（
唱
）
納ぜ

い税
の
と
じ
ゃ
し
た
？
入は
い

っ
来く

っ
方ほ

な
？

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い
方
は
、
毎
月
20
日
ま

で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

・
読
み
づ
ら
い
熟
語
等
に
は
読
み
仮
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

中央公民館作品展示の案内

栗 野 絵画教室 １月12日～２月10日

吉 松 吉松書道教室 １月12日～２月10日

活動内容
　 橋口佳子先生のご指導の下，現在７名で活動中です。四季折々の
花を使い，色々な形にアレンジしていきます。
　和気あいあいとした雰囲気の中，みんなで楽しく活動しています。

フラワーアレンジメント教室

開 催 日　隔月１回　（不定）
開催時間　午前１０時００分～正午
開催場所　吉松中央公民館
連 絡 先　栗野中央公民館　
　　　　　℡ ７４ - ４３１３

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
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国 ら民 の せ年 お金 知か ら

～～新成人のみなさん～～

２０歳になったら国民年金に加入しましょう！
　公的年金の制度とは，年老いた時やいざという時の生活を，働いている世代みんなで支えよ
うという考えで作られた仕組みです。
　日本国内にお住まいの２０歳以上６０歳未満すべての方に，国民年金への加入が法律で義務
付けられています。

国民年金のポイント

◎将来の大きな支え！！老後のためだけのものではありません。
　若いときに公的年金制度に加入して，保険料を納め続けることで，次のような
場合に年金を受け取ることができます。

１．年をとったとき（老齢基礎年金）
２．病気やケガで障害が残ったとき（障害基礎年金）
３．家族の働き手が亡くなったとき（遺族基礎年金）

　ただし，必要な手続きを行わず，保険料を未納のまま放置すると，これらの年金
が受け取れなくなる場合があります。

★ 「学生納付特例制度」

　２０歳になった時から，国民年金の被保険者となり，保険料の納付が義務付けられて
いますが，学生については，ご本人の所得が一定額以下の場合，国民年金保険料の納付
が猶予される制度です。対象となる方は，学校教育法に規定する大学（大学院），短期
大学，高等学校，高等専門学校，専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程），
一部の海外大学の日本分校に在学する方で，夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれ
ますので，ほとんどの学生の方が対象になります。

★ 「若年者納付猶予」

　２０歳から５０歳未満の方で，ご本人・配偶者の前年所得が一定額以下の場合に，ご
本人から申請書を提出していただき，申請後に承認されると国民年金保険料の納付が猶
予される制度です。

国民年金のご相談・手続きについては，下記までお問い合わせください。

問い合わせ先
栗野庁舎　住　民　課　　　℡：７４－３１１１（内線 2154）
吉松庁舎　住民福祉課　　　℡：７５－２１１１（内線 3119）
加 治 木 年 金 事 務 所　　　℡：６２－３５１１
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国
保
だ
よ
り

問い合わせ先
保健衛生課（栗野庁舎）　TEL：７４－３１１１（内線2123）　　
住民福祉課（吉松庁舎）　TEL：７５－２１１１（内線3113）
栗野保健センター　　　TEL：７４－３１２０

　むし歯や歯周病は子どもから高齢者まで，体に様々な悪影響を及ぼします。口の
中の健康を保つことは，生涯の健康につながります。
　平成27年度，湧水町内でむし歯のある子どもは，１歳６か月児では0人ですが，３歳児では
11人で健診受診者の16.7％となっています（保健センター調べ）。歯の生え始めから小学卒業ま
でが最もむし歯になりやすい時期と言われています。

　むし歯は，歯の表面についた歯垢（プラーク）に，むし歯菌が住みつき，
糖分を栄養にして酸を作り出します。この酸は歯の表面の硬いエナメル質
を溶かし，穴をあけます。これがむし歯の始まりです。

歯磨きで

プラークコントロール
★予防の基本は口の中を清潔にすることです。歯磨
きにプラスして，デンタルフロスや歯間ブラシを使
いましょう。自分で毎日行うセルフケアと，歯科医
院で受ける歯石除去などの歯のクリーニングをあ
わせて行うことが大切です。

歯質強化・歯磨きにも限界がある！

フッ化物の利用
★むし歯予防にはフッ素（フッ化物）が有効です。フッ素塗布，フッ素入り歯磨き剤・ジェル，フッ素洗口といっ
た方法で利用することができます。町では１歳６か月児・２歳児・２歳６か月児・３歳児健診時にフッ化物塗布，
各保育園・幼稚園でのフッ化物洗口を行っています。幼児期だけでなく学童期，成人期，高齢期においてもフッ
化物の利用はむし歯予防に効果があります。

むし歯菌は砂糖大好き！

シュガーコントロール
★甘い飲食物に注意して，おやつのとり方を工夫す
ることも大切な虫歯予防です。
　食べる時間を決めて，唾液の分泌を促すような歯
ごたえのある食材を選ぶようにしましょう。あめや
チョコレート，ガムなど歯にくっつきやすいものは
避けましょう。

健 康 は 健 口 か ら ！ ！

むし歯はどうしてできるの？

むし歯を予防するために！

【 フ ッ 化 物 の は た ら き 】

フッ化物とは？
　自然界に広く存在する物質で，魚や海藻，緑茶やミカン
など，私たちが普段食べ
ている者にも含まれてい
る天然の環境物質です。
　フッ化物応用の有効性
と安全性は，WHO( 世界
保健機関 ) で認められて
います。
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お正月の伝統について
　明けましておめでとうございます。みなさん，楽しいお正月を過ごせたでしょうか？
　私は，クリスマスとお正月を沖縄に住んでいる両親と一緒に過ごしました。正月が過
ぎ新学期が始まりましたが，私は，園児や児童生徒の力になれるように，今年も頑張っ
て英語を教えたいと思います。
　今回は，アメリカのお正月の伝統について話したいと思います。アメリカのお正月の
伝統には，全国共通のものもあれば地域によって違うものもあります。例えば毎年大晦
日，年越しのカウントダウンがニューヨークのタイムズスクエアで行われます。そこでは，照明がついた巨大な
ボールがワン・タイムズスクエア・ビルの屋上にある旗竿を落下させて新年を表します。毎年百万人以上の人が
集まり年を越します。また，ベルを鳴らしたり，鍋やフライパンを叩いたりして新年を迎えるという伝統が所々
にあります。これは元々悪霊やお化けを追い出すためになされていたそうです。さらに「ポーラー・プランジ」と
いう説明しにくい伝統があります。これは毎年大勢のアメリカ人が参加する「儀式」の一種で，１月の気温が氷
点下に下がる北部では，なぜか特に人気があります。ポーラー・プランジは簡単に言うと，元日の朝に冷たい水
に飛び込むことです。湖・川や海はもちろん，プールでもできます。時間に関しては特にルールはありませんが，
うまくやるためには全身を水に浸さなければいけません。
　よくあるお正月の伝統は「新年の抱負」です。友人への約束や，自分が目指すと決めた目標のことです。つま
り，今年は去年よりもうまくやっていくと決意することです。痩せること，ジムに通うことやダイエットを始め
ることはよくある新年の抱負です。１１月・１２月にある数々のパーティーや集まりで出るご馳走のことを考
えれば，そんな気持ちになるのも不思議ではありません。他にも周りを思いやること，辛抱と忍耐力をつけるこ
とや友達・恋人を作ることを新年の目標にする人もたくさんいます。私の新年の抱負は，日本語の勉強にもっと
時間をかけること，定期的に運動すること，日本を旅行することと，面白いと思ってくれる英語のレッスンをす
ることです。園児や児童生徒のみなさんに英語や英語圏各国の文化に興味を持って欲しいと思います。
　今年の抱負はとてもハードルが高いのですが，ゴールに向かって一生懸命頑張りたいと思います。

トマスの湧水記

　　

　みなさん明けましておめでとうございます。お正月はいかがお過ごしでした
か？私はしばらく帰国し，クリスマスと新年はオーストラリアの家族や友人と過
ごしました。1月はオーストラリアでは新しい一年が始まると同時に，新学年の始
まりでもあります。ご存知の方もいらっしゃると思いますが，オーストラリアは多
文化共生に力を入れている国であり，全国民の4分の1が外国で生まれたとされています。その中でも，子どもた
ちは特に学校で違う民族や文化背景の人と接し，共に学び，遊び，育つのです。お互いに対する思いやりと理解を
育むために，世界の多種多様な文化と民族を学ぶ時間が学校で特別に設けられています。そういった多文化教育
に関する取り組みについて少し話したいと思います。
　一つの例を挙げると，多くの学校で行われている文化祭があります。生徒がグループを組み，出し物を決める
ところは日本の学校の文化祭や学園祭と一緒ですが，ここでは生徒が率先して自分の家庭の食べ物，音楽や遊び
などの文化を紹介します。生徒たちが出し物に参加し，あるいは手伝いをすることによって近くにあるのに知ら
ないという文化を知るチャンスが与えられ、周りとのコミュニケーションの取り方が身につきます。
　また，特に小学校レベルでは，英語を母語としない児童のために特別な英語コースが設けられています。この
時間だけ英語ネイティブの児童たちと別れて学びます。英語（国語）は，高校3年まで必須科目になっていますが，
生徒はある程度難易度を選べます。中学校・高校のときにオーストラリアへ移住したという生徒には，ESL（第
二言語としての英語）コースを受けることができ，英語の表現力と創造力に自信がある生徒のための上級者向け
コースまであります。
　国際交流の取り組みとして，他国の生徒とメールのやり取りをするプログラムを持つ学校が多いです。相手の
国の文化，食べ物，エンターテイメントや学校の様子について聞きたいこと，自分の状況について伝えたいこと
をクラスで決め、まとめてメールで送ります。私は小学校の頃，アメリカにある小学校とやり取りをしていた時
期があり，向こうが好きだった本や遊びのことで話が盛り上がっていたのを覚えています。まだインターネット
が普及し始めた時代だったので，小学校5年生の自分は，こちらからのメッセージが一瞬で世界の向こう側まで
飛んでいけることをとても不思議に思っていました。
　湧水町の子どもたちが世界を広い視野で見える国際人に育ったら私は嬉しいです。その目標に向かって今年
も精一杯頑張りたいと思います。

ジョシュア・リオンの国際交流日記

オーストラリアの学校と多文化教育について

私が通っていた小学校



21 　広報 ゆうすい  Vol. 142　2017.1

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

中
小
企
業
向
け
個
人
情
報
保
護

法
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
９
月
に
改
正
個
人
情
報

保
護
法
が
公
布
さ
れ
、
本
年
春
頃
に

全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
、

「
保
有
す
る
個
人
情
報
の
数
が
５
，

０
０
０
以
下
の
事
業
者
」
に
は
個
人

情
報
保
護
法
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
個
人

情
報
を
取
り
扱
う
す
べ
て
の
事
業
者

が
個
人
情
報
保
護
法
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
新
た
に
対
象
と
な
る

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
向
け
に

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

２
月
７
日
（
火
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

▼
場　

所

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

中
ホ
ー
ル

（
鹿
児
島
市
山
下
町
14

－

50
）

▼
定　

員

　

２
０
０
名

▼
対　

象

　

中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
、
個

人
事
業
主
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

▼
参
加
費

　

無
料

▼
申
込
方
法

　

直
接
、
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先

　

県
庁
総
務
部
学
事
法
制
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
１
４
４

「
人
権
同
和
問
題
県
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す

　

本
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
認
識

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
28

年
度
「
人
権
同
和
問
題
県
民
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日　

時

　

２
月
３
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

▼
場　

所

　

鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
第
２

ホ
ー
ル

　
（
鹿
児
島
市
与
次
郎
２

－

３

－

１
）

▼
内　

容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
）

○
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式

○
人
権
作
文
の
朗
読

○
講
演

「
小
さ
な
チ
カ
ラ
を
大
き
く
つ
な
ぐ

～
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
人
権
問
題
～
」

講
師
： 

高
久
陽
介
氏

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
ン
プ
プ
ラ

ス
代
表
理
事
）

▼
参
加
料

　

無
料

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
７
４

陽
子
線
に
よ
る
が
ん
治
療
に
つ

い
て

　

本
県
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
１

位
は
、全
国
同
様
「
が
ん
」
で
あ
り
、

が
ん
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
県
で
は
、
平
成
25
年
３

月
に
策
定
し
た
「
鹿
児
島
県
が
ん
対

策
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
が
ん
予

防
の
普
及
啓
発
、
早
期
発
見
体
制
の

充
実
や
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

整
備
な
ど
、
総
合
的
な
が
ん
対
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
副
作
用
の

少
な
い
陽
子
線
を
用
い
た
が
ん
治
療

を
平
成
23
年
４
月
か
ら
行
っ
て
お

り
、
固
形
が
ん
で
あ
る
前
立
腺
、
肺
、

肝
臓
、膵
臓
な
ど
の
が
ん
に
つ
い
て
、

既
に
１
９
０
０
件
を
超
え
る
治
療
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　

県
に
お
い
て
は
、
県
民
が
陽
子
線

治
療
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
治
療
費
を
金
融
機
関
か
ら

借
り
受
け
た
患
者
や
そ
の
家
族
な
ど

に
対
し
て
利
子
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

　

県
庁
地
域
医
療
整
備
課

　

☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
６
９
３

九
電
か
ら
の
感
電
事
故
防
止
の

お
知
ら
せ

　

九
州
電
力
で
は
、
感
電
事
故
防
止

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

○
電
柱
・
鉄
塔
に
登
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

○
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
凧
な
ど
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
絶
対

に
近
づ
か
ず
に
九
州
電
力
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
　

　

九
州
電
力
（
株
）
霧
島
営
業
所

　

☎
０
１
２
０

－

９
８
６

－

８
０
３

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー
の
４
月
入
学
生
募
集
に
つ

い
て

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。
無
料
で
詳
し
い
資
料
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
学
生
の
種
類

○
教
養
学
部

　

科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

全
科
履
修
生（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

○
大
学
院

　

修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）　

▼
出
願
期
間

　

２
月
28
日
ま
で
、
第
２
回
目
と
し

て
３
月
１
日
～
３
月
20
日

▼
資
料
請
求
及
び
問
合
せ
先

○
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９

－

２
３
９

－

３
８
１
１

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願

　http://w
w

w
.ouj.ac.jp

Infomation
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１/17 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

２/ １ 水 　　母子相談（受付14：00 ～ 14：30）※時間厳守

１/18 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） ２/ ２ 木

１/19 木 　　ぼくとわたしのおはなしの時間　15：00 ～
　　よしまつふれあいの家 ２/ ３ 金

　　心も体も元気教室　一生元気コース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（川西地区）

１/20 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（川西地区）

２/ ４ 土

１/21 土 ２/ ５ 日

１/22 日 ２/ ６ 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

１/23 月

　　休館日
　　心も体も元気教室　貯筋アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

２/ ７ 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

１/24 火
　　げんき湧くわく教室

（9：00 ～ 11：00　受付8：45 ～）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場
地区）

２/ ８ 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

１/25 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） ２/ ９ 木

１/26 木

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）

　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00）

　　休館（館内整理日）

２/10 金
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）  
資源ごみ収集日（川東地区）

１/27 金 資源ごみ収集日（川東地区） ２/11 土 　　休館日

１/28 土 ２/12 日

１/29 日 ２/13 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

１/30 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　※要予約

２/14 火

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（9：30 ～ 11：00）

　　げんき湧くわく教室
（9：00 ～ 11：00　受付 8：45 ～）

　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）

資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

１/31 火 　　心も体も元気教室　元気アップコース
（13：30 ～ 15：00）２/15 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 

吉中公

催し物
コーナー

黄玄会作品展（いきいきセンター町民ホール） 　
　　　　　　　　　　　　（１月28日～２月16日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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１月２２日（日）

　田代医院　　　　　　74 － 2075

　アクア薬局　　　　　74 － 1078

１月２９日（日）

　前田医院　　　　　　74 － 5001

２月５日（日）

　吉松温泉医院　　　　75 － 3311

２月１１日（土）

　大庭医院　　　　　　76 － 1984

　寺脇薬局　　　　　　76 － 2008

２月１２日（日）

　霧島桜ヶ丘病院　　　78 － 3135

　さくらの杜薬局　　　78 － 8282

日曜・祝日在宅医（薬局）（１・２月）

12
月
1
日
（
木
）

・
鹿
児
島
大
学
農
学
部
教
授
来
庁
対
応

・
ア
ー
モ
ン
ド
の
丘
ア
ー
モ
ン
ド
剪
定

12
月
2
日
（
金
）

・
つ
つ
は
の
郷
土
研
究
会
交
流
会

・
町
酪
農
部
会
交
流
会

12
月
3
日
（
土
）
～
4
日
（
日
）

・
町
社
会
福
祉
大
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員
会
大
島
拘

置
所
視
察

12
月
5
日
（
月
）

・
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
状
交

付
及
び
退
任
民
生
委
員
感
謝
状
交
付

式
12
月
6
日
（
火
）

・
島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員

会
及
び
交
流
会

12
月
7
日
（
水
）

・
議
会
本
会
議

12
月
8
日
（
木
）

・
え
び
の
自
衛
隊
業
務
隊
長
着
任
式

・
町
保
護
司
交
流
会

12
月
9
日
（
金
）

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・
年
末
年
始
特
別
警
戒
出
発
式

・
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
交
流
会

12
月
10
日
（
土
）

・
馬
込
政
隆
氏
１
０
０
歳
到
達
お
祝
い

12
月
11
日
（
日
）

・
幸
田
旗
剣
道
大
会

12
月
12
日
（
月
）

・
区
画
整
理
事
業
現
地
説
明

・
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
寄
贈
児
童
用

車
椅
子
受
領

・
町
文
化
協
会
舞
台
芸
能
祭
及
び
文
化

祭
反
省
会

12
月
13
日
（
火
）

・
土
地
区
画
整
理
事
業
審
議
会
交
流
会

12
月
14
日
（
水
）

・
県
カ
ヌ
ー
協
会
長
来
庁
対
応

・
農
家
民
泊
開
校
式

・
栗
野
繁
殖
及
び
肥
育
セ
ン
タ
ー
年
末

研
修
会

12
月
15
日
（
木
）

・
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

・
区
長
会
及
び
交
流
会

12
月
16
日
（
金
）

・
議
会
本
会
議

・
町
消
防
団
幹
部
会
及
び
交
流
会

12
月
18
日
（
日
）

・
栗
野
磨
欲
踊
り
リ
ハ
ー
サ
ル

・
川
内
川
水
系
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会

・
川
内
川
サ
ミ
ッ
ト

12
月
19
日
（
月
）

・
県
畜
産
衛
生
指
導
協
会
来
庁
対
応

12
月
21
日
（
水
）

・
肥
薩
線
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
協
議
会
首

長
四
者
会
議

12
月
22
日
（
木
）

・
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

・
町
農
業
委
員
会
交
流
会

12
月
23
日
（
金
）

・
少
年
野
球
湧
水
ス
ラ
ッ
ガ
ー
ズ
10
周

年
記
念
大
会

・
島
津
義
弘
公
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
る

史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
栗
野
磨
欲
踊
り
披
露

・
島
津
義
弘
公
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
委
員

会
四
地
区
合
同
大
会

12
月
25
日
（
日
）

・
老
竹
分
団
消
防
自
動
車
納
車
祝
い

●
町
長
が
傷
病
治
療
中
の
た

め
、
12
月
28
日
か
ら
１
月
31

日
ま
で
の
間
は
副
町
長
が
湧

水
町
長
職
務
代
理
者
と
し
て
、

そ
の
職
を
代
理
し
ま
す
。

町
長
動
静　
　
（
12
月
１
日
～
27
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

福フ
ク
ザ
キ﨑　

文ア
ヤ
ト翔　
　
　

 

規
文　
　

 

幸
田
頭

山ヤ
マ
シ
タ下　

堅ケ
ン
シ
ン心　
　
　

 

龍
介　
　

 

諏
訪

岩イ
ワ
シ
タ下　

勇ユ
ウ
ヒ陽 　
　
　

晃
輔 　
　

水
窪

紙カ
ミ
ス
キ漉　

柊ト
ウ
マ磨　
　
　

 
元
気　
　

 

支
区
外

海カ
イ
ツ津　

紗サ

オ

リ
音
莉　
　

 
大
輔　
　

 

町
外

（
平
成
28
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
12
月
届
出
分
）

（
平
成
28
年
12
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

宮
下
の
宮
園
昭
一
さ
ん
か
ら

（
ミ
チ
子
さ
ん
死
去
）

小
屋
敷
の
井
上
常
則
さ
ん
か
ら

（
フ
サ
子
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
黒
田
政
文
さ
ん
か
ら

（
正
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
西
川
久
美
さ
ん
か
ら

（
ヨ
ツ
子
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　
　
　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

黒
田 　

正
子 

84
歳 

田
尾
原

宮
園 　

ミ
チ
子 

88
歳 

宮
下

井
上　

フ
サ
子 

80
歳 

小
屋
敷

西
川　

ヨ
ツ
子 

86
歳 

山
崎
東
通
り

竹
牟
礼　

ミ
ツ 

90
歳 

幸
田
南

福
島　

三
郎 

89
歳 

中
郡
前

𠩤
口　

イ
セ
子 

89
歳 

植
村

正
竹　

素
直 

60
歳 

堤
郡

葊
田　

馨　

 

83
歳 

広
田

上
田　

ア
ヤ
子 

86
歳 

老
谷
西

前
田　

ノ
ブ 

95
歳 

二
渡

新
園　

キ
ミ
ヱ 

85
歳 

小
屋
敷

永
野　

キ
サ
ミ 

89
歳 

永
野

今
園　

満
雄 

97
歳 

支
区
外

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,834人（ ー 11人）

  男      4,590人（  　  0人）

  女      5,244人（ ー 11人）

世帯数  4,879戸（   ー 6戸）

　転入　　 24人
　転出　   23人
　出生　　   4人
　死亡　　 16人
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日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



第１２回
湧水町くりの高原ランニング大会
参加者大募集

平成 29 年 3 月３日（金曜日）まで
申込締切日

申し込み及び問合せ先
〒899－6192　湧水町中津川 603 番地　湧水町教育委員会生涯学習課内
湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会事務局
TEL　0995 ー 75 ー 2142　FAX　0995 ー 75 ー 2456

運営ボランティア募集
県内外から多くのランナーが集う本大会を一緒に盛り上げてくれる

　湧水町くりの高原ランニング大会実行委員会では，『くりの高原ランニ
ング大会』にお手伝いくださるボランティアの方を募集しています。
　より多くの方々に “ 湧水町 ” の魅力を知っていただくためにも，皆さま
の御協力を心よりお待ちしています。

1.5㎞コース 3㎞コース 5㎞コース 10㎞コース
ファミリー 中学男子 高校一般男子（30才未満） 高校一般男子（30才未満）
小学男子 中学女子 　　一般男子（30才代） 　　一般男子（30才代）
小学女子 高校一般男子（40才未満） 　　一般男子（40才代） 　　一般男子（40才代）

　　一般男子（40才代） 　　一般男子（50才代） 　　一般男子（50才代）
　　一般男子（50才以上） 　　一般男子（60才代） 　　一般男子（60才以上）
高校一般女子（40才未満） 　　一般男子（70才以上） 高校一般女子（30才未満）
　　一般女子（40才代） 高校一般女子（40才未満） 　　一般女子（30才代）
　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（40才代） 　　一般女子（40才代）

　　一般女子（50才以上） 　　一般女子（50才以上）

◆と　き　平成２９年４月２３日（日）午前８時受付
◆ところ　湧水町くりの高原コース（旧栗野工業高等学校周辺）
◆種　目　

◆参加資格　健康で体力に自信のある方なら，どなたでも参加できます。
◆参 加 料   大人　2,000 円　高校生以下　1,000 円

※幼児は無料ですが，必ず申し込みをしてください。（当日申し込みはできません。）
※申し込み後の不参加の場合は，参加料の払い戻しはいたしません。

郵 便 振 替 申 込 締 切 日　 平成２９年 2 月２４日（金曜日）必着
インターネット申込締切日　平成２９年 3 月   ３日（金曜日）まで

※栗野庁舎・吉松庁舎・吉松体育館・栗野中央公民館に備えつけの申込用紙およびインターネットによ
　りお申し込みください。（電話での申し込みは受付けておりません。）


